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No.154 令和３年５月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
山下 花鈴
やました　　 かりん

今月の
はさみの人 さん予算案 決まる

ここに注
目！

‒ 過去最高額 ‒

令和３年度

議
会
だ
よ
り
●
令
和
３
年
５
月
14
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　風
に
そ
よ
ぐ
木
々
の
緑
も
ま
ぶ
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
ま
だ
ま
だ
制
限
さ
れ
た
日
常
生
活

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
防
止
と
収
束
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

  「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
あ
た

り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
・
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　広
報
委
員
一
同
、
町
民
皆
さ
ん
に

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
な
お

一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　（福
田

　勝
也
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

北
　
村
　
清
　
美

福
　
田
　
勝
　
也

岡
　
村
　
達
　
馬

田
　
添
　
有
　
喜

岡
　
村
　
真
由
美

澤
　
田
　
昭
　
則

百
　
武
　
辰
　
美

発
行
責
任
者

　
編
集
後
記

傍聴者の声 3月定例会には延べ38人の傍聴者がありました。
いただいた意見の一部を紹介します。

～お知らせ～
　「議員が提示する資料が、傍聴者にも見えるようにしてほしい」という意見が以前か
ら寄せられていました。これを受け、6 月定例会から議場にモニターテレビが設置さ
れることになりました。たくさんの傍聴・ご意見をお待ちしています。

・ニシケン工業の件は陶器
業界全体で考えるべき。
町としても排出について
は支援すべきと考える。

（60代　男性）

・議員は町民の代弁者。年
に 4 回（４時間）しかな
い一般質問には、毎回必
ず登壇してもらいたい。

（60代　男性）

・資料の閉じ方に関して
は、前回出した要望に即
対応してもらい、見やす
くなっている。町民に寄
り添う姿勢が表れてい
る。　　 （60代　男性）

・資料だけもらって帰りま
す。傍聴の時間が取れな
いので、後日ケーブルテ
レビで見ます。

（60代　女性）
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昨年度より3億6000万円の増
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一般会計予算の推移一般会計予算の推移

ふるさと納税予算の推移ふるさと納税予算の推移

歳出における扶助費の推移歳出における扶助費の推移

　この数年で波佐見町の予算
は大きな伸びを示し、５年前
と比べて 1.4 倍となっていま
す。
　また、歳入では依存財源（国・
県交付金など）が昨年度の
61.4％から 54.6％に減り、自
主財源（町税・寄附金など）が
38.6％から 45.4％と増えてい
ます。

　昨年度のふるさとづくり応
援寄附金（ふるさと納税）は
大きな伸びを示しました。一
昨年度より7億円増の 16 億円
となり、自主財源の割合が大
きくなっています。
　本年度は約５億５千万円を
活用基金とし、中小企業・小
規模事業者の経営安定支援や
安心安全まちづくり事業など
が推進されます。

　扶助費は、少子高齢化によ
り毎年増えていましたが、こ
ども園の給付金の減額や障害
者支援、生活介護のサービス
需要などが前年度と比べ減る
見込みとなっています。

※予算特別委員会質疑については
　4～ 5pに掲載。
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「ふるさと納税」

必要経費を差し引いた額が「ふるさとづくり応援基金」として積立てられます。
基金の一部が一般会計への繰入金となり、多くの事業に活用されています。
令和２年度も多額の寄附（約 18億円）が寄せられました。

チェ

ックポイント!

・報償費（納税者への返礼費用）は、3割以下と決められています。
・収入の半額以上が返礼品と諸費用に使われているのが分かります。
・今年度当初予算の自主財源は 45.4%、その内 19.2％がふるさと納税等の
　寄附金です。
・歳入における町税の割合と比べ、寄附金への依存度が大きいのは不安要因
　ではないでしょうか。      

令和３年度の関係予算は次のとおりです。

今年度の活用事業の主なものは次のとおりです。

（単位  千円）

（単位  千円）

（単位  千円）

＊詳しくは 4月配付の波佐見まちづくり計画に掲載されています。

収入

1,600,041

ふるさと
づくり
応援基金

令和２年度末
見込額

令和３年度
繰入額

令和３年度
積立額

令和３年度末
見込額

内  訳

報 　 償 　 費
需 　 用 　 費
役 　 務 　 費
委 　 託 　 費

使 用 料 及 び
賃 　 借 　 料

積 　 立 　 金

480,000
451

86,407
138,364

128,032

766,787

144,300
138,400
56,400
49,200
47,200
34,800
24,000

中小企業・小規模事業者支援事業
安心安全まちづくり事業
町並み整備事業
「移・職・住」促進事業
波佐見ファン拡大事業
教育環境整備事業
給食センター設備等充実事業

1,422,303766,787554,0001,209,516

どう使われて
　　　いるの？

令和３年度

予　算　概　要
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令和３年度 一般会計予算　予算特別委員会 Q&A

Q

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
基
金
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
　
令
和
３
年
度
末
で
約
14
億
２
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Q

　
地
方
交
付
税
が
１
億
円
増
額
と
な

っ
た
要
因
は
。

　
　
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
人
口
の
増
、
道

路
の
延
長
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

Q

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
は
一
時
的
な
も
の
か
、
中
長
期

的
な
も
の
か
。

A

　
基
本
的
に
中
長
期
的
に
考
え
な
が

ら
編
成
し
て
い
る
。

Q

　
今
回
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
重

視
し
た
点
は
。

A

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
約
５
億
５
０
０

０
万
円
活
用
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
な
ど
、
町
民
の
手
助
け
が
で

き
る
よ
う
に
対
応
し
た
。

Q

　
固
定
資
産
の
減
免
申
請
は
。

A

　
家
屋
で
は
、
全
額
減
免
が
45
件
の

１
０
４
０
万
６
０
０
０
円
、
50
％
減
免

が
25
件
の
２
２
８
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

Q

　
岩
峠
駐
車
場
使
用
料
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A

　
福
岡
の
回
復
次
第
と
考
え
る
。

Q

　
歴
史
文
化
交
流
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

グ
ッ
ズ
売
上
収
入
と
あ
る
が
、
販
売
内

容
は
。

A

　
長
崎
国
際
大
と
開
発
し
て
い
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
プ
ラ
瓶
を
考
え
て
い

る
。

Q

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状

況
は
。

A

　
２
月
末
現
在
で
５
０
７
６
枚
交
付

し
、
34
・
68
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
普
及
に
関
し

て
ど
の
程
度
予
算
計
上
し
て
い
る
か
。

A

　
新
規
回
線
の
配
線
の
補
助
に
１
６

２
万
円
、
有
線
放
送
設
備
の
撤
去
に
９

２
１
万
６
０
０
０
円
で
あ
る
。

Q

　
運
転
免
許
証
返
納
者
の
件
数
は
。

A

　
令
和
元
年
度
は
52
件
、
２
年
度
は

36
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

Q

　
職
員
研
修
委
託
料
と
は
。

A

　
官
製
談
合
事
件
を
受
け
、
職
員
研

修
を
充
実
さ
せ
た
い
と
新
た
に
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

Q
　
な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
、
本
町
に
移
住
さ
れ
た

方
は
令
和
２
年
度
何
世
帯
か
。

A

　
６
世
帯
の
移
住
が
あ
っ
た
。

Q

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の
募

集
は
。

A

　
新
規
の
募
集
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
各
課
で
要
望
が
あ
れ
ば
、
積
極
的

に
募
集
を
か
け
て
い
き
た
い
。

Q

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
費
の

内
容
は
。

A

　
免
許
を
持
た
な
い
75
歳
以
上
の
方

に
１
万
２
０
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
券

を
助
成
す
る
も
の
。

Q

　
新
規
保
育
士
住
居
支
援
事
業
費
補

助
金
の
実
績
は
。

A

　
令
和
２
年
度
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
３

年
度
は
新
規
採
用
予
定
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
２
名
分
予
算
計
上
し
て
い
る
。

Q

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
事
業
費
補
助
金
の
事
業
内
容
は
。

A

　
児
童
の
入
退
出
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

導
入
に
か
か
る
環
境
整
備
に
関
す
る
補

助
金
で
あ
る
。

Q

　
水
質
検
査
の
場
所
は
。

A

　
野
々
川
ダ
ム
放
流
口
、
田
別
当
、

井
石
の
産
廃
処
理
場
跡
地
、
村
木
の
ニ

シ
ケ
ン
工
業
、
日
興
紡
績
の
５
か
所
。

Q

　
町
民
霊
園
管
理
費
の
手
数
料
の
内

容
は
。

A

　
霊
園
区
画
の
植
栽
の
剪
定
な
ど
。

Q

　
勤
労
福
祉
会
館
は
避
難
所
に
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、老
朽
化
が
見
ら
れ
る
。

改
修
の
計
画
は
あ
る
か
。

A

　
数
年
前
に
耐
震
化
の
補
強
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
使
え
る
部
分
は
使
っ
て

い
き
た
い
。

Q

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
施
隊
員
報

酬
は
何
名
分
か
。

A

　
狩
猟
税
や
登
録
手
数
料
な
ど
の
諸

経
費
の
補
助
金
と
し
て
会
員
32
名
分
を

計
上
し
て
い
る
。

Q

　
廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
事
業
費

補
助
金
は
今
年
度
非
会
員
が
対
象
の
よ

う
だ
が
、何
件
程
度
予
定
し
て
い
る
か
。

A

　
１
４
０
社
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

Q

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
前
回
余
剰

分
の
追
加
販
売
で
混
乱
が
あ
っ
た
が
、

何
か
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

A

　
今
年
度
は
、
販
売
期
間
を
長
く
し

買
い
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

Q

　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
で
のW

i -Fi

環
境
は

ど
う
か
。

A

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
据
え
、
整

備
す
る
。

Q

　
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
今

後
の
工
事
予
定
は
。

A

　
令
和
３
年
度
は
環
状
線
の
道
路
を

予
定
し
て
い
る
。

Q

　
移
転
補
償
調
査
の
委
託
先
は
。

A

　
専
門
業
者
に
委
託
す
る
。

Q

　
避
難
所
用
の
テ
レ
ビ
購
入
費
と
は
。

A

　
勤
労
福
祉
会
館
に
１
台
購
入
予
定
。

Q

　
防
災
備
蓄
倉
庫
購
入
費
と
は
。

A

　
勤
労
福
祉
会
館
に
８
㎡
ほ
ど
の
倉

庫
を
１
基
購
入
予
定
。

Q

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。

A

　
中
央
小
学
校
が
25
名
、
南
小
学
校

が
29
名
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
南
小
学
校
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

化
が
な
さ
れ
た
が
、
東
小
、
中
央
小
で

は
ど
う
か
。

A

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
を
や
っ
て
い

る
た
め
全
面
芝
生
は
向
か
な
い
と
考
え

る
。

Q

　
歴
史
文
化
交
流
館
の
管
理
費
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
料

が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

A

　
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
は
設
置
し
た
い
。
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令和３年度 一般会計予算　予算特別委員会 Q&A

Q

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
基
金
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
　
令
和
３
年
度
末
で
約
14
億
２
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

Q

　
地
方
交
付
税
が
１
億
円
増
額
と
な

っ
た
要
因
は
。

　
　
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
る
が
、
高
齢
者
人
口
の
増
、
道

路
の
延
長
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

Q

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
は
一
時
的
な
も
の
か
、
中
長
期

的
な
も
の
か
。

A

　
基
本
的
に
中
長
期
的
に
考
え
な
が

ら
編
成
し
て
い
る
。

Q

　
今
回
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
重

視
し
た
点
は
。

A

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
約
５
億
５
０
０

０
万
円
活
用
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
発
行
な
ど
、
町
民
の
手
助
け
が
で

き
る
よ
う
に
対
応
し
た
。

Q

　
固
定
資
産
の
減
免
申
請
は
。

A

　
家
屋
で
は
、
全
額
減
免
が
45
件
の

１
０
４
０
万
６
０
０
０
円
、
50
％
減
免

が
25
件
の
２
２
８
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

Q

　
岩
峠
駐
車
場
使
用
料
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A

　
福
岡
の
回
復
次
第
と
考
え
る
。

Q

　
歴
史
文
化
交
流
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

グ
ッ
ズ
売
上
収
入
と
あ
る
が
、
販
売
内

容
は
。

A

　
長
崎
国
際
大
と
開
発
し
て
い
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ン
プ
ラ
瓶
を
考
え
て
い

る
。

Q

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状

況
は
。

A

　
２
月
末
現
在
で
５
０
７
６
枚
交
付

し
、
34
・
68
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
普
及
に
関
し

て
ど
の
程
度
予
算
計
上
し
て
い
る
か
。

A

　
新
規
回
線
の
配
線
の
補
助
に
１
６

２
万
円
、
有
線
放
送
設
備
の
撤
去
に
９

２
１
万
６
０
０
０
円
で
あ
る
。

Q

　
運
転
免
許
証
返
納
者
の
件
数
は
。

A

　
令
和
元
年
度
は
52
件
、
２
年
度
は

36
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

Q

　
職
員
研
修
委
託
料
と
は
。

A

　
官
製
談
合
事
件
を
受
け
、
職
員
研

修
を
充
実
さ
せ
た
い
と
新
た
に
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。

Q

　
な
が
さ
き
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
、
本
町
に
移
住
さ
れ
た

方
は
令
和
２
年
度
何
世
帯
か
。

A

　
６
世
帯
の
移
住
が
あ
っ
た
。

Q

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の
募

集
は
。

A

　
新
規
の
募
集
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
各
課
で
要
望
が
あ
れ
ば
、
積
極
的

に
募
集
を
か
け
て
い
き
た
い
。

Q

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
費
の

内
容
は
。

A

　
免
許
を
持
た
な
い
75
歳
以
上
の
方

に
１
万
２
０
０
０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
券

を
助
成
す
る
も
の
。

Q

　
新
規
保
育
士
住
居
支
援
事
業
費
補

助
金
の
実
績
は
。

A

　
令
和
２
年
度
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
３

年
度
は
新
規
採
用
予
定
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
２
名
分
予
算
計
上
し
て
い
る
。

Q

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推

進
事
業
費
補
助
金
の
事
業
内
容
は
。

A

　
児
童
の
入
退
出
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

導
入
に
か
か
る
環
境
整
備
に
関
す
る
補

助
金
で
あ
る
。

Q

　
水
質
検
査
の
場
所
は
。

A

　
野
々
川
ダ
ム
放
流
口
、
田
別
当
、

井
石
の
産
廃
処
理
場
跡
地
、
村
木
の
ニ

シ
ケ
ン
工
業
、
日
興
紡
績
の
５
か
所
。

Q

　
町
民
霊
園
管
理
費
の
手
数
料
の
内

容
は
。

A

　
霊
園
区
画
の
植
栽
の
剪
定
な
ど
。

Q

　
勤
労
福
祉
会
館
は
避
難
所
に
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、老
朽
化
が
見
ら
れ
る
。

改
修
の
計
画
は
あ
る
か
。

A

　
数
年
前
に
耐
震
化
の
補
強
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
使
え
る
部
分
は
使
っ
て

い
き
た
い
。

Q

　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
実
施
隊
員
報

酬
は
何
名
分
か
。

A

　
狩
猟
税
や
登
録
手
数
料
な
ど
の
諸

経
費
の
補
助
金
と
し
て
会
員
32
名
分
を

計
上
し
て
い
る
。

Q
　
廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
事
業
費

補
助
金
は
今
年
度
非
会
員
が
対
象
の
よ

う
だ
が
、何
件
程
度
予
定
し
て
い
る
か
。

A

　
１
４
０
社
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

Q

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
前
回
余
剰

分
の
追
加
販
売
で
混
乱
が
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っ
た
が
、

何
か
対
策
は
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え
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る
か
。

A
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期
間
を
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し
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漏
れ
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う
に
努
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る
。

Q

　
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
で
のW

i -Fi

環
境
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ど
う
か
。

A

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
据
え
、
整

備
す
る
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Q

　
西
ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
今

後
の
工
事
予
定
は
。

A

　
令
和
３
年
度
は
環
状
線
の
道
路
を

予
定
し
て
い
る
。

Q

　
移
転
補
償
調
査
の
委
託
先
は
。

A

　
専
門
業
者
に
委
託
す
る
。

Q

　
避
難
所
用
の
テ
レ
ビ
購
入
費
と
は
。

A

　
勤
労
福
祉
会
館
に
１
台
購
入
予
定
。

Q

　
防
災
備
蓄
倉
庫
購
入
費
と
は
。

A

　
勤
労
福
祉
会
館
に
８
㎡
ほ
ど
の
倉

庫
を
１
基
購
入
予
定
。

Q

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。

A

　
中
央
小
学
校
が
25
名
、
南
小
学
校

が
29
名
と
な
っ
て
い
る
。

Q

　
南
小
学
校
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

化
が
な
さ
れ
た
が
、
東
小
、
中
央
小
で

は
ど
う
か
。

A

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
を
や
っ
て
い

る
た
め
全
面
芝
生
は
向
か
な
い
と
考
え

る
。

Q

　
歴
史
文
化
交
流
館
の
管
理
費
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス
料

が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

A

　
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
は
設
置
し
た
い
。
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3月定例会　議案審議3月定例会　議案審議

波佐見町歴史文化交流館
～  設置及び管理に関する条例  ～

　本町の歴史、文化、伝統に関する資料を収集保管し、研究し、展示公開
等することにより町民の教養及び歴史文化の発展並びに交流人口の拡大に
資するための拠点として整備された波佐見町歴史文化交流館の設置及び管
理について必要な事項を定める。
（入 場 料）無料。ただし特別資料展示の場合は有料とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18歳以下の者は免除）
（開館時間）午前 9:00～午後 5:00
（休 館 日）毎週火曜日及び年末年始（12月 29日～翌年 1月 3日）
（施設の使用）許可を必要とする施設は使用できる。

　町長は、職員が短期間に二度にわたり逮捕されたことに伴い、職員の倫理規範の
見直しを行った。
　職員の倫理規程を条例化するために多くの時間を費やし、職員が一丸となって英
知を出し合い条例化に取り組んだ。
　官製談合再発防止等調査特別委員会では、職員がどのようにすれば町民の不信を
払拭でき、三度官製談合などの事件発生防止となるかについて真剣に協議を重ねた。
　令和３年３月３０日の議会において、
「波佐見町職員倫理条例」は全会一致で可
決された。今後、職員倫理規則やコンプ
ライアンス・ガイドラインなどの作成に
おいて、職員一人一人の心に響く実効性
のあるものとなるよう期待している。

波佐見町職員倫理条例

波佐見町 RVパーク
～設置及び管理に関する条例～

可決可決

波佐見町使用料及び手数料条例
の一部を改正する条例

　波佐見町歴史文化交流館の設置及び管理に関する条例の制定に伴い
使用料を定める。

可決 可決
　本条例は、キャンピングカーユーザーや車中泊愛好者が快適に安心し
て使用できる 車中泊専用駐車場（RV パーク）の設置及び管理について
必要な事項を定める。

　☆　名　　称：RVパークsmart ミナミ田園パーク
　☆　場　　所：波佐見町岳辺田郷１３００番地２
　☆　利用時間：１３時～翌日１２時
　☆　予約方法：ネット上にて予約
　　　　　　　　町ホームページと連携
　☆　利 用 料：２,５００円

　※　年間１００台の利用者を目標として
　　　いる。
　※　夜間の利用も想定されるため地元自
　　　治会などへ周知し、理解促進を図る。

一般公
募

愛称 波佐見ミュージアム
新型コロナウイルス感染症対策や運営体制の準備などで開館が延期。
開館日には、セレモニーや記念講演が予定されている。

■ 波佐見町歴史文化交流館使用料 ■
使　用　料

使用単位
昼間 1時間
(9:00～18:00)

夜間 1 時間
(18:00～22:00)

1 日
(9:00～22:00)

1 日

月　額

250円

300円

3,000円

15,000円

2,000円
(9:00～22:00) (1 ブース )

金　額
摘　　要区　　分

講座室
交流室

喫茶室

前庭・駐車場

（和室北側）

（テナント）

冷暖房使用の場合
1時間当たり
200円追加

設備使用料を含む光熱
水費は別途実費徴収

※営利を目的として使用する場合の使用料は、100分の200とする。 ただし、喫茶室（テナント）、前庭・駐車場を除く。
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・令和 2年度一般会計（第 8号）
 

・令和３年度一般会計他６会計 
・令和 2年度一般会計（第 9号）
・令和 2年度特別会計（国民健康保険、後期高齢者
医療、介護保険、公共下水道）

・令和 2年度企業会計（上水道）
・波佐見町 RVパークの設置及び管理に関する条例
・波佐見町職員定数条例の一部を改正する条例
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

・波佐見町使用料及び手数料条例の一部を改正する
条例

・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する条例
・波佐見町介護保険条例の一部を改正する条例
・波佐見町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運
営に関する基準を定める条例等の一部を改正する
条例

・波佐見町町道の構造の技術的基準を定める条例の
一部を改正する条例

・波佐見町消防団員の定員、任免、服務、給与等に
関する条例の一部を改正する条例

・波佐見町職員倫理条例 
・波佐見町歴史文化交流館の設置及び管理に関する
条例 

・町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正
する条例

・「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求め
る意見書」を政府に対し提出を求める請願

・指定管理者の指定
・波佐見町固定資産評価審査委員会委員の選任（1名）
・副町長の選任について 
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会議の
結　果

承認○○○○○○○○○○○○○

○○○○欠○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○欠○○○○○○○○ 可決

○○○○欠●○○○○○○○ 可決

○○○○欠●○○○○○○○ 可決

○●●●●○○●●○●○○ 否決

○○○○欠○○○○○○○○ 可決
○○○○欠○○○○○○○○ 同意
○○○○欠●○○○○●○○ 同意

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

委 員 会 レ ポ ー ト

閉会中の行政調査閉会中の行政調査
議会運営
委 員 会

総務文教
委 員 会

産業厚生
委 員 会

調査内容：タブレット端末の導入状況
日　　程：令和３年１月２０日（水）　  有田町議会（現地）
　　　　　令和３年２月２１日（月）　  佐世保市議会（テレビ会議）
　　　　　令和３年２月２２日（火）　  武雄市議会（テレビ会議）

調査内容：波佐見町歴史文化交流館（仮称）整備工事の進捗状況
日　　程：令和３年２月　２日（火）　  教育委員会

調査内容：教育委員会事務局の新庁舎への移転と事務局職員体制
日　　程：令和３年２月１６日（火）　  総　務　課

調査内容：新型コロナウイルス対応支援策を含む所管事務調査
日　　程：令和２年１２月１５日（火）　  建設課、商工観光課
　　　　　令和３年　１月１２日（火）　  農林課、長寿支援課
　　　　　令和３年　２月１８日（木）　  住民福祉課、水道課

議
員
名

３
　
　
　
月
　
　
　
定
　
　
　
例
　
　
　
会

3月定例会　議案審議

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求
める意見書」を政府に対し提出を求める請願

新副町長に
　　前川氏を選任！

否決
　12月定例会で総務文教委員会に付託され、3回にわたり審議が行われた。
　3 月定例会において「核禁止条約の必要性は理解するが、条約内容や外交
に関することで、町の権限と考えるには疑問があり、慎重な取り扱いが必要」
との意見を踏まえ、賛成少数での不採択との報告がなされた。
　本会議での審議の結果、否決された。

町長及び副町長の減給案
可決

　先の官製談合事件と職員の有罪判決を受け、町長及び副町長の減給条例改
正案を賛成多数で可決した。

 ・一瀬町長　減給 20%、4か月　　・村川副町長　減給 40%、1か月

　3 月末で退職した前副町長村川浩記氏の後任として、前川芳
徳氏（62）を選出する人事案が3月定例会に提出され、賛成多
数で同意されました。
　前川氏は昭和52年に入庁し、商工振興課長や企画財政課長を
務められました。
　副町長の任期は令和3年 4月 1日からの4年間となります。

8議会だより　令和3年5月　第154号

前川 芳徳 氏

同意

賛成討論 三石　 孝 議員

　被爆国の日本国民として、また被爆県の県民として当然の行為であるため、
請願の提出に賛成する。

町長及び副町長の給与に関する条例の一部を改正する条例

反対討論賛成討論 三石　 孝 議員
　現職時代に差別的発言や行政の公平さを
害する行為があり、人格的に問題を抱えて
いる。一瀬長期政権には、民の考え方が欠
如している。民間出身者がベストである。

城後　 光 議員

　企画財政課長としてふるさと納税の納
税額大幅アップに寄与され、「どうした
ら稼げる町になるか」という部分に非常
に注力された。

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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ページ 議員名、質問項目 議員名、質問項目

※・新型コロナウイルス対策支援事業
※・施政方針
※・町民霊園

ページ

12
・
13

14

11
14
・
15

16
・
17

澤田　昭則

※・施政方針

脇坂　正孝

※・県立波佐見高等学校への支援策
　・ふるさと教育の推進

岡村 真由美

※・河川整備に係る河川内の樹木伐採と浚渫
　・道路整備
※・教育行政

田添　有喜

※・自治会を取り巻く環境変化に関わる対応
※・歴史文化交流館開館後の「陶芸の館
　　／観光交流センター」の活用

城後　　光

※・新型コロナウイルスワクチン接種
※・波佐見町職員採用試験

福田　勝也

※・危険な空き家など
※・施政方針

尾上　和孝

※・官製談合防止対策
　・環境問題
　・予算の策定

三石　　孝

※・波佐見町の産業振興
　・施政方針

藤川　法男

※・波佐見町の町づくり整備
※・新庁舎建設計画

岡村　達馬

10人が登壇 一般質問3月定例会

令和3年3月定例会では、10人が下記の内容で一般質問を行いました。
3月定例会会議録は、5月中旬ごろ町ホームページへ掲載します。
https://www.town.hasami.lg.jp
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数
は
、
平
成
30
年
度
は
13
名
、

令
和
元
年
度
は
22
名
と
な
っ
て

い
る
。◇

◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

田添　有喜 議員

議員議員

町長町長

教育長

教育長

町長

つぶ
　やき

　近年の大雨や大
型台風は、災害の
予兆。早期対応を
求める。最悪の状況を想定し

て具体策を講じる
ことが危機管理で
ある。

浚渫された皿山川（稗木場郷）支障木伐採の光景（岳辺田郷）

※は掲載項目です。
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ページ 議員名、質問項目 議員名、質問項目

※・新型コロナウイルス対策支援事業
※・施政方針
※・町民霊園
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・
15
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・
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澤田　昭則

※・施政方針
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※・河川整備に係る河川内の樹木伐採と浚渫
　・道路整備
※・教育行政

田添　有喜

※・自治会を取り巻く環境変化に関わる対応
※・歴史文化交流館開館後の「陶芸の館
　　／観光交流センター」の活用

城後　　光

※・新型コロナウイルスワクチン接種
※・波佐見町職員採用試験

福田　勝也

※・危険な空き家など
※・施政方針

尾上　和孝

※・官製談合防止対策
　・環境問題
　・予算の策定
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10人が登壇 一般質問3月定例会

令和3年3月定例会では、10人が下記の内容で一般質問を行いました。
3月定例会会議録は、5月中旬ごろ町ホームページへ掲載します。
https://www.town.hasami.lg.jp
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る
２
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り
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整
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。
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台
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濫
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独
で
整
備

が
で
き
る
。
な
ぜ
踏
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。
本
制
度
は

会
議
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
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◇
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◇
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
発
生
し
て
１
年
を
超
え

た
。
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
よ
り
、

各
自
治
体
で
接
種
の
準
備
が
進

め
ら
れ
、
感
染
防
止
対
策
と
し

て
有
効
な
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

本
町
で
は
、
接
種
の
方

法
や
段
取
り
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
合
文
化
会
館
を
会
場

と
し
て
集
団
接
種
で
行

う
計
画
で
あ
る
。
国
が
示
す
と

お
り
高
齢
者
か
ら
接
種
を
開
始

す
る
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

接
種
意
向
調
査
を
実
施
し
、
接

種
希
望
者
を
優
先
し
た
い
。

接
種
率
向
上
の
た
め
の

対
応
は
。

接
種
の
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
、
接
種
会
場

ま
で
移
動
で
き
な
い
方
へ
の
送

迎
バ
ス
の
準
備
や
、
接
種
に
不

安
が
あ
る
方
に
は
理
解
し
て
い

た
だ
く
広
報
も
必
要
と
考
え

る
。

　
毎
年
、
職
員
採
用
試
験
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
応
募
人

数
、採
用
人
数
の
実
績
は
。

表
の
と
お
り
。

公
募
の
方
法
は
。

試
験
日
の
約
２
か
月
前

か
ら
自
治
会
回
覧
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無

線
で
公
募
し
て
い
る
。
令
和
２

年
度
は
３
回
実
施
し
た
。

　
陶
磁
器
製
造
で
発
生
す
る
廃

石
膏
の
再
生
や
処
理
事
業
は
、

永
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
現
在
、
多
数
の
試
作
の
中
で

農
地
の
土
壌
改
良
剤
と
し
て
活

用
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
を
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
。

本
町
の
産
業
廃
棄
物
処

理
は
、
環
境
問
題
な
ど

で
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
に
行
っ

て
い
く
と
陶
磁
器
業
界
や
関
係

機
関
の
間
で
決
め
ら
れ
た
。

　
今
後
、
実
証
試
験
を
重
ね
、

安
全
性
を
確
保
し
、
将
来
的
に

窯
業
と
農
業
の
連
携
の
も
と
民

間
活
力
で
土
壌
改
良
剤
と
し
て

の
商
品
化
を
目
指
す
。

　
昭
和
53
年
度
か
ら
の
新
農
業

構
造
改
善
事
業
で
、
下
湯
無
田

地
区
鶴
の
川
橋
下
流
に
可
動
堰

が
設
置
さ
れ
た
が
、
大
雨
時
の

濁
流
の
圧
力
で
故
障
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
る
。

早
急
な
対
応
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

こ
の
可
動
堰
は
、
昭
和

56
年
に
川
棚
川
中
小
河

川
改
良
工
事
と
し
て
長
崎
県
河

川
課
で
建
設
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
40
年
余
り
経
過
し
、

油
圧
の
故
障
で
転
倒
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
水
利
組

合
で
修
理
内
容
等
を
協
議
し
、

町
へ
要
望
し
て
も
ら
い
、
今
後

の
対
応
を
県
な
ど
と
協
議
し
た

い
。

議員

議員

４月現在で 82.2％民間活力で商品化を
目指す

自治会の加入率は廃石膏の有効活用を

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
自
治

会
活
動
も
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
加
入
率
の
減
少
や

高
齢
化
な
ど
で
自
治
会
運
営
も

困
難
を
増
し
て
い
る
。

地
区
ご
と
の
自
治
会
加

入
率
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

令
和
２
年
４
月
現
在
、

町
全
体
で
は
82
・
２
％
。

１
０
０
％
の
地
区
も
あ
る
が
、

宿
郷
で
は
67
・
６
％
、
岳
辺
田

郷
で
は
68
・
５
％
な
ど
。

自
治
会
の
運
営
に
対
し

て
ど
う
課
題
を
捉
え
て

い
る
か
。

人
口
が
多
い
地
区
で
は

ア
パ
ー
ト
な
ど
で
未
加

入
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ

る
。
そ
の
他
地
区
で
も
人
口
が

減
る
中
で
、
運
営
に
不
安
を
感

じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　「
歴
史
文
化
交
流
館
」
の
開

館
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

開
館
後
も
「
陶
芸
の
館
」
は
引

き
続
き
本
町
陶
磁
器
の
歴
史
展

示
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

歴
史
文
化
交
流
館
と
陶

芸
の
館
は
ど
の
よ
う
に

使
い
分
け
を
行
う
の
か
。

歴
史
文
化
交
流
館
で
は

本
町
全
体
の
歴
史
を
展

示
す
る
。
そ
の
中
で
、
波
佐
見

焼
の
展
示
は
町
発
展
へ
の
役
割

や
学
術
的
な
価
値
に
重
き
を
置

く
。
一
方
、
陶
芸
の
館
は
波
佐

見
焼
の
歴
史
や
製
造
工
程
な
ど

を
展
示
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信

す
る
施
設
と
す
る
。

　
両
施
設
の
相
乗
効
果
で
の
魅

力
発
信
に
努
め
た
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員

城後　 光 議員藤川　法男 議員

議員

町長

議員

町長

町長

接種会場となるウェイブホール

町長

町長

町長

町長町長

陶芸の館（2018年 5月）

町長町長

基本、集団接種で行う

ワクチン接種の方法は

福田　勝也 議員

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

早急な対応が待たれる可動堰 ※(　　)は本町出身者

年度
H28
H29
H30
R1
R2
計

応募人数
 69 （  8）
 52 （17）
 33 （13）
 39 （  8）
101 （11）
294 （57）

採用人数
 4 （  1）
 6 （  4）
 7 （  3）
 4 （  2）
12 （  4）
33 （14）

つぶ
　やき

　鶴の川の可動
堰の故障は、年々
悪化しているた
め、少しの雨でも転倒す

る。町と県の協
議に期待する。

つぶ
　やき

　コロナ禍で制限
された生活になっ
ている。一刻も早
いコロナの収束を願い、元の

生活に戻りたい。
ワクチン接種で感
染防止を！

議員

議員

めざせ ! 廃石膏のリサイクル

町長

つぶ
　やき

　自治会長会で
議題に上がらな
い恒常的な地区
の課題も多いと考える。

　多くの町民から
意見を出せる機
会をつくるべき。

か
ど
う
せ
き
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・
６
％
、
岳
辺
田

郷
で
は
68
・
５
％
な
ど
。

自
治
会
の
運
営
に
対
し

て
ど
う
課
題
を
捉
え
て

い
る
か
。

人
口
が
多
い
地
区
で
は

ア
パ
ー
ト
な
ど
で
未
加

入
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ

る
。
そ
の
他
地
区
で
も
人
口
が

減
る
中
で
、
運
営
に
不
安
を
感

じ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　「
歴
史
文
化
交
流
館
」
の
開

館
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

開
館
後
も
「
陶
芸
の
館
」
は
引

き
続
き
本
町
陶
磁
器
の
歴
史
展

示
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

歴
史
文
化
交
流
館
と
陶

芸
の
館
は
ど
の
よ
う
に

使
い
分
け
を
行
う
の
か
。

歴
史
文
化
交
流
館
で
は

本
町
全
体
の
歴
史
を
展

示
す
る
。
そ
の
中
で
、
波
佐
見

焼
の
展
示
は
町
発
展
へ
の
役
割

や
学
術
的
な
価
値
に
重
き
を
置

く
。
一
方
、
陶
芸
の
館
は
波
佐

見
焼
の
歴
史
や
製
造
工
程
な
ど

を
展
示
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信

す
る
施
設
と
す
る
。

　
両
施
設
の
相
乗
効
果
で
の
魅

力
発
信
に
努
め
た
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員

城後　 光 議員藤川　法男 議員

議員

町長

議員

町長

町長

接種会場となるウェイブホール

町長

町長

町長

町長町長

陶芸の館（2018年 5月）

町長町長

基本、集団接種で行う

ワクチン接種の方法は

福田　勝也 議員

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

早急な対応が待たれる可動堰 ※(　　)は本町出身者

年度
H28
H29
H30
R1
R2
計

応募人数
 69 （  8）
 52 （17）
 33 （13）
 39 （  8）
101 （11）
294 （57）

採用人数
 4 （  1）
 6 （  4）
 7 （  3）
 4 （  2）
12 （  4）
33 （14）

つぶ
　やき

　鶴の川の可動
堰の故障は、年々
悪化しているた
め、少しの雨でも転倒す

る。町と県の協
議に期待する。

つぶ
　やき

　コロナ禍で制限
された生活になっ
ている。一刻も早
いコロナの収束を願い、元の

生活に戻りたい。
ワクチン接種で感
染防止を！

議員

議員

めざせ ! 廃石膏のリサイクル

町長

つぶ
　やき

　自治会長会で
議題に上がらな
い恒常的な地区
の課題も多いと考える。

　多くの町民から
意見を出せる機
会をつくるべき。

か
ど
う
せ
き
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
経
済
の
低
迷
や
所
得
減
少

の
中
、
昨
年
の
緊
急
生
活
支
援

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
町
独
自

の
施
策
は
好
評
価
だ
っ
た
。

令
和
３
年
度
で
も
上
水

道
料
金
や
給
食
費
の
減

免
が
で
き
な
い
か
。

今
後
の
状
況
な
ど
を

勘
案
し
、
何
を
ど
の

程
度
ま
で
実
施
で
き
る
か
検
討

が
必
要
。

　
令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ

い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
申
請
者
が

増
え
て
い
る
住
宅
性
能

向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

（
一
件
10
万
円
限
）
を
増
額
で
き

な
い
か
。申

請
者
が
増
加
す
れ
ば

補
正
予
算
で
追
加
検
討

し
た
い
。

新
庁
舎
建
設
計
画
で
教

育
委
員
会
の
移
設
は
、

基
本
計
画
ど
お
り
新
庁
舎
で
よ

い
の
か
。町

民
の
利
便
性
や
町
政

機
能
を
統
合
さ
せ
て
い

き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
お
墓
参
り

に
は
行
か
れ
て
い
る
。

町
民
霊
園
は
ト
イ
レ
が

無
く
不
便
で
あ
る
。
新

設
で
き
な
い
か
。

使
用
頻
度
や
費
用
対
効

果
の
面
か
ら
現
状
で
は

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
施
政
方
針
に
伴
う
教
育
行
政

に
つ
い
て

　

小
中
学
校
で
は
、
新
年

度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
っ
た
指
導
が
始
ま
る
が
、

具
体
的
な
時
期
や
方
法
は
。

現
在
、
児
童
生
徒
一
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
使
用
の
環
境
構
築
を
進
め
て

い
る
。

　
５
月
に
は
児
童
生
徒
に
配
布

を
計
画
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に

授
業
等
で
活
用
は
で
き
な
い
。

児
童
生
徒
へ
の
指
導
は
、
教
職

員
の
研
修
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

学
年
の
実
態
に
合
っ
た
部
分
で
、

９
月
頃
か
ら
の
活
用
が
本
格
的

に
始
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

　
基
本
的
に
は
学
校
現
場
の
実

態
や
ニ
ー
ズ
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
確
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。

家
庭
で
の
指
導
は
。

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
が

将
来
的
に
は
理
想
だ
と

思
う
。

　
そ
れ
に
向
け
て
課
題
や
配
慮

事
項
も
確
認
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
先
行
自
治
体
も
家
庭
に

持
ち
帰
っ
て
の
活
用
は
、
試
験

的
・
実
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
大
変
有

効
な
学
習
ツ
ー
ル
に
な
る
の
で
、

１
日
も
早
く
、
学
校
で
も
家
庭

で
も
活
用

す
る
と
い

う
本
来
の

姿
に
向
け

進
め
て
い

き
た
い
。社

会
教
育
の
充
実
に
は

社
会
教
育
主
事
の
配
置

が
必
要
。
令
和
３
年
度
に
実
現

で
き
な
い
か
。

資
格
取
得
の
た
め
の
予

算
は
計
上
し
て
い
る
。

研
修
期
間
が
長
期
に
な
る
た
め
、

職
員
と
協
議
す
る
。

資
格
を
持
っ
た
人
を
可

能
な
限
り
、
早
く
導
入

し
て
い
き
た
い
。

議員議員

議員

必要な対策は実施したい できる範囲の中で
やっていく

早く導入していきたい

好評価のコロナ対策を
もう一度

町の将来像は
出せるか

社会教育主事の
配置が必要では

澤田　昭則 議員

　
こ
こ
数
年
、
波
佐
見
町
の
町

づ
く
り
計
画
は
全
て
が
縮
小
・

削
減
案
ば
か
り
で
将
来
の
形
態

が
見
え
な
い
。

次
世
代
に
残
す
、「
安

全
で
快
適
な
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」
の
具
体
的
な
提
案

は
あ
る
の
か
。　

「
環
境
保
全
と
景
観
整

備
」「
快
適
環
境
づ
く
り
」

と
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

や
景
観
計
画
の
策
定
を
行
い
、

下
水
道
整
備
で
は
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

舞
相
か
ら
横
枕
間
及
び

大
日
・
舘
線
は
児
童
・

生
徒
の
安
全
な
通
学
路
や
避
難

道
路
と
し
て
必
要
な
道
路
で
あ

る
。
な
ぜ
都
市
計
画
道
路
か
ら

除
外
し
た
の
か
。

必
要
性
な
ど
を
再
検
討

し
、
廃
止
の
方
向
で
見

直
し
の
事
務
手
続
き
を
進
め
て

い
る
。

下
水
道
事
業
は
快
適
で

衛
生
的
な
生
活
の
た
め

に
普
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

縮
小
・
除
外
で
中
央
地
区
の
一
部

だ
け
が
利
用
で
き
る
施
設
と
な

る
。
当
該
地
区
へ
の
説
明
と
地
元

の
同
意
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

当
該
地
区
へ
は
説
明
会

を
実
施
し
、
計
画
案
に

つ
い
て

も
縦
覧

を
行
っ

て
い
る
。

　
役
場
新
庁
舎
の
事
業
費
が
大

幅
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民

も
大
変
な
環
境
に
あ
る
。

普
通
の
生
活
に
戻
る
ま
で
着
工

を
延
ば
せ
な
い
か
。

町
民
に
と
っ
て
も
関
心

が
高
く
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
必
要
な
時
期
を

見
計
ら
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い

く
。

議員議員

議員

議員 町長

町長

岡村　達馬 議員脇坂　正孝 議員

議員

議員

教育長

教育長

教育長 議員

町長

町民霊園

町長

町長町長

町長 町長

途中で止まった大日・舘線

町長町長町長

議員

◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇

波佐見中央浄化センター

町長
・
教育長

児童生徒が使用するタブレット端末

つぶ
　やき

　社会教育主事

の未配置は県内

自治体で本町のみである。

是非、３年度

には導入して

ほしい。

つぶ
　やき

　コロナの収束

が見通せず雇用

が安定しない中、多くの

世帯で生計維

持が難しい。

　更なる支援を。

つぶ
　やき

　縮小、削減ば
かりでは町づく
りの方向性を見
失う。町が整備されれば人

も物も動く。こ
のままでは町は
発展できない。

令和2年度　減免措置　

水
道
料
金

給
食
費

約5,850件で3か月分
3,100万円を減免

1,250人を対象に4か月
分1,710万円を減免
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区
の
一
部

だ
け
が
利
用
で
き
る
施
設
と
な

る
。
当
該
地
区
へ
の
説
明
と
地
元

の
同
意
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

当
該
地
区
へ
は
説
明
会

を
実
施
し
、
計
画
案
に

つ
い
て

も
縦
覧

を
行
っ

て
い
る
。

　
役
場
新
庁
舎
の
事
業
費
が
大

幅
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
町
民

も
大
変
な
環
境
に
あ
る
。

普
通
の
生
活
に
戻
る
ま
で
着
工

を
延
ば
せ
な
い
か
。

町
民
に
と
っ
て
も
関
心

が
高
く
多
額
の
費
用
を

要
す
る
た
め
、
必
要
な
時
期
を

見
計
ら
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い

く
。

議員議員

議員

議員 町長

町長

岡村　達馬 議員脇坂　正孝 議員

議員

議員

教育長

教育長

教育長 議員

町長

町民霊園

町長

町長町長

町長 町長

途中で止まった大日・舘線

町長町長町長

議員

◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇　
◇
◆
◆
◇

波佐見中央浄化センター

町長
・
教育長

児童生徒が使用するタブレット端末

つぶ
　やき

　社会教育主事

の未配置は県内

自治体で本町のみである。

是非、３年度

には導入して

ほしい。

つぶ
　やき

　コロナの収束

が見通せず雇用

が安定しない中、多くの

世帯で生計維

持が難しい。

　更なる支援を。

つぶ
　やき

　縮小、削減ば
かりでは町づく
りの方向性を見
失う。町が整備されれば人

も物も動く。こ
のままでは町は
発展できない。

令和2年度　減免措置　

水
道
料
金

給
食
費

約5,850件で3か月分
3,100万円を減免

1,250人を対象に4か月
分1,710万円を減免
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危
険
な
空
き
家
が
増
え
る
中
、

町
の
前
向
き
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

土
地
を
更
地
に
し
た
場

合
、
土
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
減
免
は
で
き
な
い

か
。

　
ま
た
、
老
朽
危
険
空
き
家
の

解
体
工
事
に
補
助
金
制
度
の
創

設
が
で
き
な
い
か
。

今
後
年
月
が
経
っ
て
、

特
定
空
家
に
指
定
せ
ざ

る
を
得
な
い
物
件
も
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。
近
隣
市
町
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
調
査

研
究
し
て
い
く
。

空
き
家
調
査
の
結
果
は
。

平
成
28
年
の
調
査
で
は

建
物
の
崩
壊
状
態
が
50

％
以
上
と
50
％
未
満
を
合
わ
せ

て
、
空
き
家
が
40
件
あ
っ
た
。

市
町
村
で
は
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

家
屋
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
が
、
本
町
は
ど
う
か
。

本
町
に
は
な
い
。

　
施
政
方
針
に
つ
い
て

新
年
度
予
算
で
の
キ
ャ

ン
プ
場
整
備
の
内
容
は
。

現
段
階
で
は
、
定
員
４

名
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ※

テ
ン
ト
施
設
１
基
、
定
員
２
名

の
テ
ン
ト
施
設
２
基
程
度
。

　
周
辺
設
備
は
、
炊
事
場
や
ト

イ
レ
改
修
、
物
置
、
テ
ー
ブ
ル
、

キ
ャ
ン
プ
用
品
な
ど
の
備
品
な

ど
を
整
備
し
た
。
体
験
型
観
光

な
ど
波
佐
見
ら
し
さ
を
十
分
に

盛
り
込
み
た
い
。

※

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ…

あ
ら
か
じ

　
め
キ
ャ
ン
プ
用
品
が
用
意
さ

　
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
場
と
し

て
棚
田
や
耕
作
放
棄
地

の
活
用
は
。

地
元
が
ま
と
ま
れ
ば
試

し
た
い
。

　
官
製
談
合
防
止
対
策
は
、
３

月
を
め
ど
に
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

今
回
の
事
件
の
原
因
は

何
か
。

一
人
の
職
員
に
過
大
な

職
務
が
偏
っ
た
こ
と
と

考
え
る
。対

策
内
容
は
。

入
札
の
あ
り
方
や
職
員

の
増
員
、
職
員
倫
理
規

定
の
条
例
化
な
ど
で
あ
る
。
５

月
の
広
報
で
周
知
す
る
。

　

実
施
に
向
け
て
の
計
画

は
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修
は
１
回
の
研
修
に
終

わ
ら
せ
な
い
。
毎
月
課
内
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
使
っ
て
職
員
の
理
解

を
深
め
る
。

工
事
な
ど
の
概
算
見
積

り
業
者
を
入
札
に
参
加

さ
せ
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
す

る
の
か
。概

算
見
積
り
の
協
力
業

者
を
入
札
に
参
加
さ
せ

な
い
の
は
失
礼
に
な
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
取
り
扱
う
。

概
算
見
積
り
に
も
費
用

が
か
か
る
。
経
営
者
は

全
て
負
担
し
て
い
る
。
設
計
金

額
や
労
務
賃
金
な
ど
の
支
払
い

で
、
入
札
と
メ
リ
ハ
リ
を
付
け

た
ら
ど
う
か
。

県
に
聞
い
た
が
、
対
価

を
支
払
う
方
式
は
採
用

し
て
い
な
い
。

本
町
は
普
通
の
自
治
体

と
違
う
。
事
件
が
三
度

起
こ
ら
な
い
よ
う
検
討
で
き
な

い
か
。

決
し
て
概
算
見
積
り
を

も
ら
う
こ
と
が
談
合
に

繋
が
っ
て
い
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。
研
究
は
し
て
み
る
。

議員

議員議員

議員

議員議員

調査研究していく 今でしょう！研究はしてみる

危険空き家対策は 美工科を支援する
時は

概算見積りに対価
制度を

尾上　和孝 議員

　
全
国
的
に
少
子
化
が
進
み
、

各
地
で
学
校
の
統
廃
合
が
行
わ

れ
て
い
る
。
波
佐
見
高
校
美
術
・

工
芸
科
で
長
崎
市
や
離
島
の
美

術
を
志
す
生
徒
な
ど
を
受
け
入

れ
な
い
限
り
、
定
員
割
れ
は
更

に
進
む
と
心
配
し
て
い
る
。

町
の
発
展
の
た
め
に
も

無
く
し
て
は
な
ら
な
い

高
校
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

存
続
す
る
た
め
に
、
存

在
感
が
高
ま
る
よ
う
、

高
校
側
の
特
色
あ
る
取
組
を
町

と
し
て
も
支
援
し
た
い
。

松
浦
高
校
駅
伝
部
、
国

見
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
、

そ
し
て
大
崎
高
校
野
球
部
に

は
、
県
立
高
校
で
あ
り
な
が
ら

も
各
市
当
局
が
巨
額
の
経
済
的

支
援
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
。「
勝
っ
た
ら
支

援
す
る
」
で
は
な
く
「
勝
つ
よ

う
に
支
援
す
る
」
姿
勢
が
大
事

だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

町
の
発
展
に
寄
与
す
る

高
校
の
改
革
・
進
展
に

町
と
し
て
支
援
す
る
ス
タ
ン
ス

は
大
事
だ
と
考
え
る
。

美
術
・
工
芸
科
の
生
徒
・

職
員
の
士
気
や
意
欲
を

ど
う
見
て
い
る
か
。

県
展
に
も
毎
年
多
数
入

賞
・
入
選
し
、
高
く
評

価
し
て
い
る
。
九
州
一
の
高
校

に
な
っ
て
ほ
し
い
。（
支
援
す

る
な
ら
）
感
性
豊
か
な
生
徒
が

集
ま
っ
て
い
る
今
し
か
な
い
。

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

議員

議員

町長

岡村 真由美 議員三石 　孝 議員

議員

町長

議員議員 町長町長

議員町長

町長町長

町長町長

町長議員町長 町長

町長

大
崎
高
校
野
球
部
の
寮

町長町長町長

議員
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

教育長

グランピングテント

つぶ
　やき

　官製談合対策
は、順調に進んで
いる。新年度に公
用の携帯電話も予算計上さ

れ、全てが整う。
　あとはトップ
の姿勢が問われ
る。

つぶ
　やき

　危険な空き家
については、今
後、少子高齢化
や相続関係での問題も出

てくる。
　早急な調査・
研究が必要。

つぶ
　やき

　県立高校で唯
一美術系学科を
持つ波佐見高校。
町発展の起爆剤にしない

手はないです
よね。美工科
の寮もほしい。
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町長町長

町長議員町長 町長

町長

大
崎
高
校
野
球
部
の
寮

町長町長町長

議員
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

教育長

グランピングテント

つぶ
　やき

　官製談合対策
は、順調に進んで
いる。新年度に公
用の携帯電話も予算計上さ

れ、全てが整う。
　あとはトップ
の姿勢が問われ
る。

つぶ
　やき

　危険な空き家
については、今
後、少子高齢化
や相続関係での問題も出

てくる。
　早急な調査・
研究が必要。

つぶ
　やき

　県立高校で唯
一美術系学科を
持つ波佐見高校。
町発展の起爆剤にしない

手はないです
よね。美工科
の寮もほしい。



「
音
」を
形
に
し
た
い

No.154 令和３年５月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
山下 花鈴
やました　　 かりん

今月の
はさみの人 さん予算案 決まる

ここに注
目！

‒ 過去最高額 ‒

令和３年度

議
会
だ
よ
り
●
令
和
３
年
５
月
14
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　風
に
そ
よ
ぐ
木
々
の
緑
も
ま
ぶ
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
ま
だ
ま
だ
制
限
さ
れ
た
日
常
生
活

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
防
止
と
収
束
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

  「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
あ
た

り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見
・
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　広
報
委
員
一
同
、
町
民
皆
さ
ん
に

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
な
お

一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　（福
田

　勝
也
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

北
　
村
　
清
　
美

福
　
田
　
勝
　
也

岡
　
村
　
達
　
馬

田
　
添
　
有
　
喜

岡
　
村
　
真
由
美

澤
　
田
　
昭
　
則

百
　
武
　
辰
　
美

発
行
責
任
者

　
編
集
後
記

傍聴者の声 3月定例会には延べ38人の傍聴者がありました。
いただいた意見の一部を紹介します。

～お知らせ～
　「議員が提示する資料が、傍聴者にも見えるようにしてほしい」という意見が以前か
ら寄せられていました。これを受け、6 月定例会から議場にモニターテレビが設置さ
れることになりました。たくさんの傍聴・ご意見をお待ちしています。

・ニシケン工業の件は陶器
業界全体で考えるべき。
町としても排出について
は支援すべきと考える。

（60代　男性）

・議員は町民の代弁者。年
に 4 回（４時間）しかな
い一般質問には、毎回必
ず登壇してもらいたい。

（60代　男性）

・資料の閉じ方に関して
は、前回出した要望に即
対応してもらい、見やす
くなっている。町民に寄
り添う姿勢が表れてい
る。　　 （60代　男性）

・資料だけもらって帰りま
す。傍聴の時間が取れな
いので、後日ケーブルテ
レビで見ます。

（60代　女性）


